
5. サケの回遊図
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捕獲器に入ったサケの親魚をとっているところ（川） 定置網でサケをとっているところ（海）



沿　革　

　『鮭魚不忘源川』

　（鮭魚，源川を忘れず）

　サケに感謝し，捕獲所に

　建立された鮭の碑

ほ かくじょ

ひこんりゅう

明治41年８月23日 大川鮭蕃殖組合を設立，組合員48人。定置漁業免許申請書提出。

大正２年11月21日　　漁業権の許可を受ける。同年9月組合員22人となる。

大正３年９月24日　　宮城県新月村八瀬川に第１ふ化場建設。

大正８年７月20日 これまで鮭捕獲は入札とし，ふ化は組合で行っていたが，すべて組

合直営とした。

大正８年７月20日　　松岩村字舘下に第２ふ化場建設。

昭和３年９月23日　　八瀬川第１ふ化場を気仙沼町内ノ脇に移転。

昭和14年８月12日　　気仙沼町本町288番地にふ化場新設，第１ふ化場整備に伴い，第２ふ

化場廃止。

昭和41年７月13日　　気仙沼鮭漁業生産組合に改組。設立総会開催。

昭和41年11月22日　　気仙沼市舘山二丁目３－58にふ化場新設移転，本町ふ化場廃止。

昭和46年３月27日　　鮭捕獲所地内に「鮭の碑」建立。

昭和55年３月25日　　第１ふ化場改築。気仙沼市舘山二丁目45－２に第２ふ化場建設。

昭和57年１月15日　　取水施設に自家発電装置を設置。

昭和59年３月10日　　大川からの河川水取水施設設置。

平成８年４月３日　　気仙沼市字柳沢７－１に新ふ化場土地造成工事着工。

平成８年７月１日　　新ふ化場建築本体工事着工。

平成９年１月17日　　新ふ化場竣工。

平成10年３月25日　　第１ふ化場，第２ふ化場廃止・解体。

平成15年10月25日　　気仙沼市柳沢３－１地先（左岸側）に井戸３本掘削。

12

親魚

産卵数2,000粒

稚魚生産率80％

放流稚魚800尾
（親魚１尾当り）

（４年後）
回帰率4.5％

回帰親魚36尾

♀

親魚 ♂

　サケの人工ふ化放流事業は，先駆的栽培漁業あるいは資源培養型漁業などと言われています。

ここで，その再生産効率を見てみましょう。産卵のため，母川へ回帰した雌の親魚は，約2,000

粒ほどの卵をもっています。雌と雄の比率（性比）が同じとしますと，通常雌と雄の親魚２尾か

ら2,000粒すなわち親魚1尾あたりから約1,000粒の卵がとれることになります。近代的なふ化場で

の稚魚の生産率は，おおむね 80％ですから，放流稚魚は800尾生産されることになります。

　健康な稚魚を適正な時期に放流しますと，生き残りの指標となる回帰率は約4.5％（本県における

平成18年度～22年度5ヵ年間の中庸3ヵ年平均）ですから，36尾の親魚が再び母なる川へ回帰し

てきます。

このことは，海で1尾の親魚を保護して河川へそ上させますと4年後には36倍ものサケが帰って

くることを示しています。しかし，近年は海洋環境の変化等により回帰率は減少傾向にあります。

めす

めす

ち ぎょ し ひょう

ちゅうよう

おす おすめす

ばいせん く さい ばい よう

親魚1尾の保護が4年後には36尾に

出典：浦和茂彦

「日本系サケの回遊経路と今後の研究課題」

さけ・ます資源管理センターニュースNo. 5（2000年３月）



6. サケの密漁防止

　川で育ったサケの稚魚は，雪どけとともに川を下り，海に出て，北太平洋を3～5年回遊した

後，秋に産卵のため，生まれ育ったふるさとの川に帰ってきます。この特有の習性を利用したふ

化放流事業は明治初期から実施されています。水産資源の保護培養を図り，その効果を将来にわ

たって維持するためにいろいろな規制があります。今後とも沿岸来遊量を増大させるために，これ

らの法律・規則を守りましょう。

じっ ばいようし

い じ

■内水面におけるサケの採捕禁止

　　水産資源保護法第28条の規定により，内

　水面においては知事の許可を受けなければ

　サケを採捕できません。これに違反した場

　合には，同法第43条により，１年以下の徴

　役，又は50万円以下の罰金に処せられます。

■河口付近における採捕の制限

　　宮城県漁業調整規則第44条により，大川

　河口中央から正南400mの点を中心として半

　径1,000m以内の海域を，9月1日から12月31

　日までの期間サケの採捕を禁止しています。

　　また，同規則34条により海面では全長20

　cm以下のサケの採捕も禁止されています。

　　違反した場合には６か月以下の懲役もし

　くは10万円以下の罰金又はこれを併科され

　ます。

サケに関する主な禁止条項と罰則

ちょう

ちょう えき

えき

サケ密漁防止看板

※その他，漁業法第120条第１項の規定により宮城海区漁業調整委員会に基づく「秋さけ固定式さし網漁業の制限」が実

施されております。



3. 気仙沼鮭漁業生産組合ふ化場

団体名・代表者　　　　　気仙沼鮭漁業生産組合

　　　　　　　　　　　　代表理事組合長　管　野　幸　一

　　　　　　　　　　　　（組合員　21名）

所在地・捕獲所　　　　　気仙沼市幸町二丁目1－6　☎0226－23－0601

　　　　ふ化場　　　　　気仙沼市柳沢7－1　　　　☎0226－22－1671

河　　川　　名　　　　　大　　川（二級河川大川水系）

1．敷地面積　　　　　　　　2,519.54㎡

2．ふ化室・管理棟（鉄骨造２階建）

　　・面　　　積　　　　　　　220.40㎡

　　・ふ　化　槽

　　　ボックス型　　　　　20槽

　　　増　収　型　 1間用　4槽

　　・総収容能力

　　　ボックス型　400,000粒×20槽（800万粒）

　　　増収型 1間用　125,000粒× 4槽（50万粒）

　　　計　　　　　　　　　　　 24槽　850万粒

3．発電機・倉庫棟（鉄骨造平屋建）

　　・面　　　積　　　　　　 100.10㎡

4．飼　育　池（アルミニウム合金製）

　　・総　面　積　　　　　989.90㎡　　　

　　・総飼育能力　　　　　627 万尾

　　・池の大きさと池数

　　　　　　　　41.79㎡×18面（752.22㎡）

5．曝　気　槽　（鉄骨造一部アルミ合金製）44.50㎡

6．水　　　源　　地下水

7．取 水 井 戸　φ0.4m×深さ16m 3基

　　　　　　　 φ1.8m×深さ10m 2基

8．揚水機械等

　　・揚水ポンプ　　　5.5kw　3 基

　　　　　　　　　　15.0kw　2 基

　　・非常用発電機　　40kA　1 台

　　・アルミふ上槽　　400,000粒×18槽（720万粒）

　　・自動検卵機　　30万粒 /時間　１台

9．揚　水　量　　　　 8.1t/分

ばっ そうき

施　　設

会　長　　　　　　気仙沼市長　　　　　　　　　　　　　菅　原　　　茂

副会長　　　　　　気仙沼鮭漁業生産組合代表理事組合長　管　野　幸　一

副会長　　　　　　宮城県漁業協同組合気仙沼地区支所運営委員長　三　浦　千加良

　本会は，気仙沼市，市内のサケ・マス人工ふ化放流を行う団体，海面漁業協同組合並びに同組

合に所属する定置および小型定置漁業者が会員となり，サケ・マス資源の積極的増殖を図るため，

親魚の確保によるふ化放流事業の拡大を推進し，本地域漁業の安定向上に資することを目的に，

昭和52年11月に組織され，次のような事業を行っています。

　１．溯河性サケ・マスの人工ふ化放流の推進に関すること。

　２．溯河性サケ・マス資源保護にかかる漁業調整に関すること。

　３．溯河性サケ・マスの調査，試験研究に関すること。

　以上のほか，市民の皆さんに，ふるさと大川のサケ・マスを

理解していただくため，サケについての講演などの事業も行って

います。

7. 気仙沼市大川水系さけます増殖協会

小学校授業でのサケについての講演

　数年後，大きな“サケ”として回帰させ，沿岸域の資源増大による漁業生産の向上を図るため，

稚魚を混獲した場合は，再放流を行なってください。

　サケの人工ふ化放流事業は，主に沿岸漁業者の皆さんからの水揚げ協力金（賦課金）により実施

されております。今後もご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

宮城県のさけます増殖事業協力組織

－沿岸漁業者の皆さんへお願い－

明日のサケ資源造成のために御協力ください。

混獲稚魚の再放流①
こん かく ぎょち

増殖事業の推進のための水揚げ協力金②
みず きんあ きょうりょく

宮 城 県 さ け ま す 増 殖 協 会

気仙沼市大川水系さけます増殖協会

本吉町小泉川水系さけます増殖協会

志津川湾水系さけます増殖協会

追波川水系さけます増殖協会

北上川水系さけます増殖協会

鳴瀬川水系さけます増殖協会

広瀬名取川水系さけます増殖協会

阿武隈川水系さけます増殖協会

鮫 浦 湾 鮭 鱒 増 殖 協 会

（公益財団法人宮城県水産振興協会内）

（気仙沼市産業部水産課内）

（気仙沼市本吉総合支所地域振興課内）

（南三陸町農林水産課内）

（石巻市雄勝総合支所地域振興課内）

（石巻市産業部水産課内）

（東松島市産業部農林水産課内）

（名取市生活経済部農林水産課内）

（亘理町農林水産課内）

（宮城県漁業協同組合谷川支所内）

☎022（253）6177

☎0226（22）6600

☎0226（42）2977

☎0226（46）1378

☎0225（57）2111

☎0225（95）1111

☎0225（82）1111

☎022（384）2111

☎0223（34）0503

☎0225（48）2065


